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【令和元(2019)年度 研究進捗評価結果】 

評価 評価基準 

 A+ 当初目標を超える研究の進展があり、期待以上の成果が見込まれる 

 A 当初目標に向けて順調に研究が進展しており、期待どおりの成果が見込まれる 

○ A－ 
当初目標に向けて概ね順調に研究が進展しており、一定の成果が見込まれるが、一部

に遅れ等が認められるため、今後努力が必要である 

 B 当初目標に対して研究が遅れており、今後一層の努力が必要である 

 
C 

当初目標より研究が遅れ、研究成果が見込まれないため、研究経費の減額又は研究の

中止が適当である 

（意見等） 

本研究は、超イオン導電体において、最高のリチウム及びヒドリド伝導を示す物質を開拓することを

目的としている。 

これまでに新規物質の組成探索、合成、構造解析など多くの実験、実証が行われ、材料開発において

貴重な研究成果が得られている。一方で、超イオン導電体におけるマテリアルインフォマティクスの構

築へ向けた計算化学の取組がやや遅れているように見受けられため、この点については今後の努力を

望む。 




